
  

 

 

  

 第 26 回ミニ相談会を実施します。目に見えない放射線。放射線ってどんなものか考えたこと

はありますか？ 実は、放射線は身近なところでいろいろと使われています。今回は、放射線の

通ったあとを観察することのできる霧箱作りを体験しながら、放射線の特徴について一緒に考え

てみたいと思います。 

 お子さま向けの分かりやすい内容となっておりますので、夏休みの体験活動の１つとして参加

してみてはいかがでしょうか? もちろん大人の方のみの参加も大丈夫です。お気軽に、お問合

せお申込み下さい。 

 

～第26回ミニ相談会テーマ～ 

      

      

       

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

～お申し込み方法～ 

  いわき地域復興センター窓口か、お電話（38-7132）または FAX（38-7134）でお申込み下

さい。申込み用紙は、ホームページからダウンロードすることもできます。 

 

※今後も、様々なテーマで相談会を実施する予定です。 

いわき地域復興センターホームページ（URL：http://revive-iwaki.net/）でもお知らせいたしますので、ぜひ

ご覧下さい。 

 

【日 時】    平成26年8月１１日(月)     10:00～12：00 

【場 所】    いわき明星大学環境放射線測定室 

〒970-8551 いわき市中央台飯野5-5-1 

【 】    いわき地域復興センター TEL 38-7132  FAX 38-7134 

【内 容】   １．講師の先生のお話  10:00～10:45 

  ２．霧箱作り    10:45～11:30 

         ３．質問コーナー・交流タイム      11:30～12:00 

（皆様からの質問にお答えします）     

【対象者】    いわき市内在住の小・中学生（保護者同伴可） 

               ※大人の方のみでも参加できます 

【定 員】    ２０名程度 

【定  員】    10名（※事前の予約が必要となります。） 

http://revive-iwaki.net/）でもお知らせいたしますので、ぜひ
http://revive-iwaki.net/）でもお知らせいたしますので、ぜひ


 

 

  

  

 

【日 時】 平成 26 年 8 月 11 日（月） 10：00～11：40 

【場 所】 いわき明星大学 化学実験室 

【講 師】 いわき明星大学環境放射線測定室   信田 重成 

【参加人数】18 名（大人 10 名 小学生 8名） 

 

 今回のミニ相談会では、身近なところで使われている放射線について学習をしてから、放射線

の通ったあとを観察することができる霧箱作りの体験をしました。放射線の飛跡を観察しながら

皆さんで放射能の特徴について考えました。 

 

＜第 26 回ミニ相談会テーマ＞ 

 

 

 

 

【1】放射能の種類 

【2】分解能 

【3】光学顕微鏡の分解能 

【4】電子顕微鏡の分解能 

【5】物質と原子  

【6】放射線の見方 

【7】顕微鏡で見えるもの 

【8】霧箱の原理 

【9】霧箱の作り方 

【10】放射線源としてのマントル 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．講師の先生のお話   

講師：信田 重成 氏 

 

＜講義の様子＞ 

 

＜ 講師資料（抜粋）＞ 

 



 

 

 

 

 

 

◆霧箱とは？ 

気体中に霧滴を作ってアルファ線(α線)などの荷電粒子の飛跡を観測する装置です。 

 

◆霧箱の原理 

 アルコールの蒸気を満たした箱を冷やして、この中に放射線を入射させると、容器の中の酸素

や窒素分子にぶつかり、イオンが発生します。そのイオンの周りにアルコール分子が集まって、

目に見える大きさとなり、これが放射線の通った道に一列にならぶため、白い線状の霧の様に見

えます。 

 

 

 

 

 キャンプなどで用いられる照明器具のランタンの光源には、 

一部の製品で酸化トリウムをしみ込ませた繊維（マントル） 

が使われています。そのトリウムから放出されるアルファ線 

の飛跡を観測しました。 

 

 

 

 

２．霧箱作り 

カップの底に黒いシー

ルをはり  

すき間テープを透

明カップの内側の 

線にそって、円を

一周するようにく 

るりとテープをは

ります。はりおえ 

たら、カップのふ

たがしっかり閉ま 

るかチェックす

る。 

り 

＜α線飛跡の一例＞ 

 



 

 

◆霧箱をつくろう！ 

 

材料/・マントル・どんぶり・クリップ・透明カップ・丸いシール・すき間テープ 

   

 

[冷却用受皿の作成] 

① プラスチックどんぶりの底の部分を 

カッターで切り取る。 

② 残った部分はテーブルに伏せて、切 

り取った部分をテーブルの上に伏せ 

た容器の上に重ね、周り４か所をテ 

ープでとめる。 

 

 

 

 

[観察用容器の作成] 

③ 透明カップの底に黒いシールをはる。  

④ すき間テープを透明カップの内側の 

線にそって、円を一周するようにく 

るりとはる。 

⑤ カップのふたがしっかり閉まるかチ 

  ェックする。 

⑥ クリップにマントルをはさむ。 

⑦ 透明カップの黒いシールの中心には 

りつける。 

 

 

[霧箱の組立・冷却] 

⑧ くだいたドライアイスをどんぶりの 

容器にしき、透明カップをその上に  

おく。 

⑨ 無水エタノールを透明カップの中の 

すき間テープにしみ込ませる。 

 

 

＜受皿にテープをはりとめる様子＞ 

 

＜透明カップにシールやすき間テープをはる様子＞ 

 

＜エタノールをすき間テープにしみこませる様子＞ 

 



 

 

 

 

[飛跡の観察] 

⑩ 透明カップのふたを閉め冷えるのを待ち、横からＬＥＤのライトで光をあてて真上から

観察する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●現代科学の一端にふれ、体験させていただき大変貴重な時間でした。 

●私自身の霧箱では見ることができませんでしたが、他の方の霧箱で見ることができおもしろ 

かったです。また、霧箱がとても簡単にできることがわかり、参考になりました。   

●霧箱の作りかたが大変参考になった。 

●放射線には、α線、β線、γ線、中性子線、Ｘ線などの種類があることがわかった。 

●物質には原子核があってすべての物質は放射線をだしていることがわかった。霧箱は前から

興味があり体験できてよかった。 

●霧箱をつくることで、通常可視化できないものが、可視化できて楽しかった。 

●目に見えないものが見えるということで、子供にも放射線の存在を感じる良い体験になった

と思います。でも、あまり見えなかったのが残念です。 

●日常の中にいくらでもあり得る放射線が目に見えたのがとてもきれいに感じました。可視化 

されると震災の惨状とは遠い所にあるように感じました。 

 

参加者の感想 

＜真剣なまなざしで観察する様子＞ 

 



 

 

 

 

～結 果 報 告～ 

みなさん一つ一つ配られる霧箱の準備物に興味を示しながら霧箱つくりをはじめました。作りあ

げると霧箱をライトで照らし、放射線を一目見ようと霧箱をじっと見つめる姿は真剣そのもので

した。その結果、すぐに「見えた！」と喜ばれる方もいましたが、なかなか見えない方もいまし

た。スタッフ側もみなさんに見てもらいたいという一心で、新たにマントルを配り、エタノール

をすき間テープにたくさんしみ込ませ観察するよう促しました。すると、ある程度の方が自分で

作った霧箱で放射線の飛跡の白い線を見ることができました。参加した方々は、この実験を行う

ことでこれまでよりも放射線を身近に感じることができたようです。 

 

 

 

～参加されたみなさま、ありがとうございました～ 

第 27回ミニ相談会は 9月 10 日（水）10：30～ 

いわき明星大学 震災アーカイブ室で実施します！ 

興味持たれた方は、窓口かお電話でお問い合わせ下さい。 

 

 
 

  


